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第34回研究例会発表要旨 (97.10.18) 高木史人

シンポジウム 音・声を聴くいとなみーあるいはく口承>とく書承>との間一

琴の声・歌の声-w琴歌譜』の耳一猪股ときわ氏/奄美の「うわさ歌」の生成と<聴く>いとなみ-歌あそび白か
ら舞台へー酒井正子氏/r聞く」から「話す」へー「世間Jの動きとのかかわりから一山田厳子氏

1997年10月18日に行われた例会に、上記の題を掲
げました。今まで、口承文芸学会で、「語る」いとなみ
や「歌う」いとなみを題にしたシンポジウムはあった
けれども、「聴く jいとなみについて取り上げられたこ
とはおそらくなかったと思います。「聴くJいとなみを
技術とは見ずに、誰もが当然のように行えるものだと
扱ってきたのかもしれません。けれども、「聴く」いと
なみは、語り手論や歌い手論に対して聴き手論を必要
とするぐらい重要な技術であると思います。ぼくの場
合そのことを身近に感じたのは、高校や予備校や大学
の教室においてでした。ぼくは今年、高校を1つ、予備
校を2つ、短大をlつ、大学を2つ教えましたが、はっき
りいって、聴き方の上手な子供の集まる学校と下手な
子供の集まる学校とがありました。教育に携わるぼく
にとって、聴き方の上手下手の問題は、とても現実的
な問題でもありました。
「聴く」いとなみについては、早く昭和10年代に柳
田園男の発言がありました。それは『国語の将来』に
収められた「昔の国語教育Jです。これなどは、柳田
園男の読み替えを進めつつある現代において、とても
おもしろい材料を提供してくれると思います。柳田は
その中で、「話し方」教育よりも「聴き方」教育を行う
べきだと、学校での「話し方」教育の拙速を批判して
います。口は達者にといいながらも、耳が不自由では、
結局は口だって育たないことになり困るじゃないかと
いうのです。
さて、現代では、これに関連して、口承文芸の研究
においてもう一つの問題が係わってくると思います。
それは、口承文芸の研究が「①語り手(歌い手)が語
り(歌)を語る(歌う)J吟(声・音・テー7"レコーダー
録音)吟「②聴き手すなわちフィールドワーカーが聴
く」吟(テープ再生・文字表記・記諾)吟「③フィー
ルドワーカーすなわち研究者が書くJ吟(活字・製本・
昔話(民謡)集・研究書など)吟「④研究者もしくは
読者が読む」という回路を経て、学問として成り立っ
ているということについてで、す。これを考える時、①
吟②は、通常の<口承>といえるものであり、③吟③
はく書承>といえるものですが、中間の②4③は、そ
こで<口承>からく書承>の変換を行っています。す
なわち一人の人間(フィールドワーカーすなわち研究
者)が f<聴く>吟<書く>Jと変換を行っているの
です。この時、「聴く」いとなみがすぐれて「技術」で
あるとするならば一一そうしてそれは技術以外の何者
でもないのですが一一、ここには技術ゆえの妓量技質
の偏差がZ完れてくるのです。つまり、「聴く」いとなみ
を考えることは、口承文芸を研究するぼくたちの「聴
く」いとなみの技術の位相を改めてとらえる契機にも
なるということです。そうして、それは、口承文芸の
研究において自明であった昔話集や民謡集の読み方
に、何らかの反省と希望とをもたらすのではないかと
考えたのです。
ところで、②吟③の変換の試みは、なにも口承文芸
の研究者だけが行ってきたのではありませんでした。
文学史を繕くと、ぼくたちは多くの同様の試みに行き
当たります。たとえば、『浮世風呂~ r浮世床』は、い
わゆる声帯模写や形態模写を文字に移して成立したも
のです。この時、「聴くJいとなみから「書く」いとな

みへの変換は、どのように可能であり、また不可能だ
ったのかを、これらの先輩の書物から窺うことも、ぼ
くたちの技量技質の偏差を知る上では、重要な示唆を
与えてくれるでしょう。
当日のパネリストは、遠く古代の『琴歌譜』におけ
る②吟③の技量技質の偏差を追求した猪股ときわさ
ん、近く現代の奄美の「歌掛けJの中に飛び込んで②
吟③の実践を模索した酒井正子さん、ぼくたちの周り
までもがフィールドでぼくたちの「噂」をも気を抜か
ずに観察している山田巌子さんでした。この3人が時
には響きあい、また反援しあいながら、基調報告を行
いました。司会進行はぼくがつとめまじた。
そこから気づいたことをいくつか、思いつくままに。
1つは、音・声について、①吟②の場面を追った、つ
まり、もっとも「音・声」であるはずの場面を追った
山田さんの発表が、一番文字文字していたこと。これ
は山田さん一人の問題ではなくて、きっと世間話や噂
の研究の一つのスタイルなのだと思います。世間話研
究が「口承文芸」だけに止まっていず、もっと広いメ
ディアと繋がっている現状を表していたのではないで
しょうか。 2つは、酒井さんが述べた「聴く jのは耳だ
けで聴いていないということ。体全体で参加して聴く
という態度。語り手が身振りをも交えて語るように、
歌う時はその場に加わらなくては聞けないという奄美
の状況。これは「歌う」ことは「聴く」ことというこ
とでもある。①吟②は②吟①でもあるということで
す。酒井さんは③(④)吟②についてもふれていまし
た。矢印は一方通行じゃなくて双方通行だったのか、
と気づきました。 3つは、猪股さんの述べた「声」と
「音」の問題口「音Jをも「声Jとして聴くあり方につ
いて。特に「琴」は、古典の中で「御琴Jと尊称され
るとのこと。琴の声が託宣を伝えるのは、小鳥前世護
の鳴き戸の「聴きなし」を思い出させました。それと、
『琴歌譜Jの成立のあり方が、何だか近代の昔話集の作
られる契機を思い出させました。②吟③の試みは、い
つの世も、<口承>の滅びの序章なのでしょうか、そ
れとも違うのでしょうか。
会場からは飯島一彦さん、田村みすずさん、藤井貞
和さんが発言しましたD 飯島さんはこのシンポジウム
が纏まらずに矢敗だったとの意見を山しました。ぼく
は、ここで一つに纏まるようなことは狙わずに、それ
ぞれの研究における「聴く」いとなみの偏差をはっき
りできれば、口承文芸の研究でおそらく初めての「聴
くJいとなみの巡るシンポジウムは成功だったのだと
思います。田村さんからは、アイヌ研究の立場から②
吟③の実践を巡る実に「技術」的な質問をもらいまし
た。②吟③の「技術」について、ぼくたちが未だ確実
な認識をしていないことを痛感させられた一瞬です。
アイヌ研究の場合、事態は逼迫しています。ここでの
問題はシンポジウム終了後も決して追求を止めてはい
けないのだと思いました。藤井さんは、最後に研究の
必要性についての意見を述べて、全体をまとめました。
司会のぼくは、皆さんのお世話になりっぱなしでした口
感謝します。シンポジウム終了後、会場1階で懇親会、
その後ぼくたちは9名で「沖縄亭」に繰り込み、痛飲。
酪町して、お茶の水から上板橋まで千鳥足で歩いて帰
りました。(東京都)
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